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問　
福
祉
分
野
の
人
材
不
足

が
深
刻
な
中
、
市
内
に
介

護
や
障
害
者
支
援
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
教
育
機

関
が
必
要
と
考
え
る
。
明

石
商
業
高
校
に
福
祉
科
を

開
設
で
き
な
い
か
。

答　
介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、

問　
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
へ

の
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
ド
ナ
ー
登
録
は
、
18
歳

か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
体

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件

で
、
働
く
世
代
が
中
心
と

な
る
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

の
調
査
で
は
、
ド
ナ
ー
候

補
者
に
選
ば
れ
て
も
提
供

で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
、
休
業
補
償
が
な
い
こ

と
や
、
会
社
を
休
め
な
い

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
本
市
は
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
県
の
事
業

を
活
用
し
て
、
候
補
者
に

10
日
を
上
限
と
し
て
１
日

当
た
り
２
万
円
を
助
成
す

問　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
、

高
齢
者
・
障
害
者
の
施
設

は
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の

よ
う
な
整
備
を
す
る
の
か
。

ま
た
、
早
期
に
施
設
を
整

備
す
る
た
め
、
少
年
自
然

の
家
を
含
む
既
存
の
公
共

施
設
や
市
有
地
等
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
以
下
、
特
養
）
は
、
２
年

４
月
１
日
時
点
で

入
所
待
機
者
が
１

７
４
人
い
る
た
め
、

積
極
的
に
整
備
を

進
め
た
い
。
そ
の

た
め
、
３
年
１
月

に
整
備
を
担
当
す

る
施
設
整
備
・
人

材
育
成
室
を
設
置

し
た
。
今
後
３
年

間
に
広
域
型
特
養

１
施
設
90
床
、
地
域
密
着

型
特
養
２
施
設
58
床
を
整

備
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、

特
養
と
併
せ
て
障
害
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
60
人
分

も
整
備
す
る
。

　

  

事
業
者
が
特
養
を
整
備

す
る
に
は
、
土
地
の
確
保

や
多
額
の
初
期
投
資
、
人

材
確
保
が
課
題
と
な
る
た

め
、
早
期
の
整
備
を
実
現

す
る
観
点
か
ら
市
有
地
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。
候

補
地
は
検
討
中
だ
が
、
少

年
自
然
の
家
も
含
め
、
市

有
地
を
精
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

問　
介
護
保
険
給
付
費
準
備

基
金
を
活
用
す
る
妥
当
性

と
今
後
の
介
護
保
険
料
の

見
通
し
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
令
和
３
年
度
か
ら
３
年

間
の
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
高
齢
者
の
経
済

的
な
負
担
を
抑
え
る
た
め
、

同
基
金
か
ら
約
15
億
円
を

取
り
崩
し
、
65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
基
準
額
を
月
額
５

８
７
０
円
に
据
え
置
く
こ

と
と
し
た
。
同
基
金
は
、

第
１
号
被
保
険
者
が
納
入

す
る
保
険
料
の
余
剰
金
を

積
み
立
て
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
保
険
料
の
値
上

げ
幅
の
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
や
認
知
症
早
期
支
援
事

業
な
ど
に
活
用
し
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
高
齢

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
今
後
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者

が
増
加
す
れ
ば
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と

介
護
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
可
能
な
限
り

保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す

る
た
め
、
介
護
予
防
や
重

度
化
の
防
止
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
将
来
を
見
越

し
た
同
基
金
の
適
正
な
運

用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

本
市
と
し
て
、
外
国
籍
の

児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
習

得
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
現
在
、
市
内
で
日
本
語

指
導
が
必
要
と
確
認
さ
れ

て
い
る
児
童
生
徒
は
35
人

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
来

日
１
年
未
満
の
児
童
生
徒

に
は
県
の
子
ど
も
多
文
化

共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、
来

日
１
年
か
ら
２
年
未
満
の

児
童
生
徒
に
は
市
の
多
文

化
共
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
て
い
る
が
、
２
年

以
上
在
留
し
て
い
て
も
日

本
語
の
習
得
が
不
十
分
な

児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
。

 

　
言
語
を
習
得
す
る
に
は

５
年
以
上
か
か
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
継
続
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
令
和
３
年
２
月
か

ら
貴
崎
小
学
校
区
コ
ミ
セ

ン
で
試
行
的
に
週
１
回
の

日
本
語
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
３
年
度
は
、
東
部

と
西
部
の
２
カ
所
で
放
課

後
日
本
語
教
室
を
開
設

し
、
教
室
指
導
員
と
在
籍

校
の
教
員
と
の
効
果
的
な

情
報
共
有
の
仕
組
み
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
な

不
安
の
軽
減
を
進
め
る
。

　
　
ま
た
、
ド
ナ
ー
登
録
の

普
及
啓
発
に
向
け
、
市
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す

る
と
と
も
に
、
献
血
併
行

型
骨
髄
等
ド
ナ
ー
登
録
会

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
登

録
で
き
る
よ
う
に
機
会
を

設
け
て
い
く
。

　
　
今
後
は
４
月
か
ら
開
始

す
る
助
成
制
度
の
利
用
実

績
や
他
市
の
動
向
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
水
道
事
業
は
包
括
外
部

監
査
に
お
い
て
も
厳
し
い

経
営
状
況
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
収
支
構
造
の
改
善

に
向
け
た
早
急
な
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
水
道
料
金
制
度
は
、
小

口
使
用
者
の
料
金
を
低
額

に
設
定
し
、
そ
の
分
の
赤

字
を
大
口
使
用
者
か
ら
の

収
益
で
埋
め
る
構
造
だ
が
、

大
口
使
用
者
の
使
用
水
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
収

支
均
衡
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。
長
期
的
に

は
給
水
人
口
の
減
少
に
よ

る
使
用
水
量
の
減
少
が
見

込
ま
れ
、
こ
の
状
況
が
続

く
と
将
来
的
に
は
水
道

料
金
を
改
定
し
、
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
現
状
で
は
値
上

げ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
水
道
事
業
の
使
命
は

安
全
で
良
質
な
水
を
安

定
的
に
供
給
し
、
市
民

の
経
済
的
な
負
担
を
抑

え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

県
内
に
お
い
て
令
和
７
年

度
に
約
２
万
人
が
不
足
す

る
と
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

人
材
確
保
と
育
成
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
福
祉
の

基
礎
を
学
び
、
介
護
等
の

資
格
を
取
得
し
た
若
い
人

材
を
地
域
で
将
来
に
わ
た

り
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
、
明
石
商
業
高
校

に
福
祉
教
育
を
行
う

学
科
を
開
設
す
る
こ

と
は
有
効
で
あ
り
、

関
係
団
体
か
ら
も
強

い
要
望
が
あ
る
。

　

  

同
校
は
、
こ
れ
ま

で
も
時
代
や
社
会
の

要
請
に
応
じ
て
国
際

会
計
科
を
開
設
す
る

な
ど
、
魅
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
福
祉
人

材
の
育
成
と
い
う
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
、

市
立
高
校
の
大
き
な
役
割

で
あ
る
。
福
祉
科
の
開
設

に
向
け
、
福
祉
局
と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

の
た
め
、
さ
ら
な
る
民
間

委
託
の
検
討
や
受
水
コ
ス

ト
を
低
減
さ
せ
る
取
り
組

み
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
、

大
口
使
用
者
の
使
用
水
量

が
増
加
す
る
可
能
性
を
探

る
な
ど
、
収
益
を
上
げ
る

努
力
を
重
ね
、
経
営
状
況

の
好
転
に
向
け
尽
力
す
る
。

問　
市
営
住
宅
の
入
居
資
格

に
規
定
さ
れ
て
い
る
同
居

者
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
兄

弟
姉
妹
な
ど
も
認
め
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
る
。
市

の
見
解
を
聞
く
。

答　
本
市
で
は
、
公

営
住
宅
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
同
居

親
族
は
原
則
、
夫

婦
ま
た
は
親
子
と

し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
兄
弟
姉

妹
で
あ
っ
て
も
個

 

々
の
事
情
に
寄
り

添
い
な
が
ら
入
居

資
格
の
判
断
を
し

て
き
た
。例
え
ば
、

従
前
か
ら
同
一
生
計
で
あ 

っ
た
事
実
や
、
互
い
に
単

身
世
帯
で
も
介
護
を
要
す

る
な
ど
の
同
居
す
べ
き
理

由
が
明
確
な
場
合
な
ど
は
、

入
居
を
認
め
て
き
た
。
今

後
は
、
申
込
案
内
書
を
改

め
、
兄
弟
姉
妹
で
も
事
情

に
よ
っ
て
は
入
居
が
可
能

に
な
る
こ
と
を
明
記
し
て

い
く
。

　
　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、

家
族
の
在
り
方
が
多
様
化

す
る
中
、
全
国
に
先
駆
け

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
導
入
し
た
本
市
と
し
て
、

入
居
資
格
の
見
直
し
も
含

め
、
柔
軟
な
対
応
に
努
め

て
い
き
た
い
。
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水
道
事
業
の
赤
字

　
収
支
改
善
に
早
急
な
対
策
を

これからも良質な水の供給を

時代に応じた魅力ある学校に

入居資格の見直しも検討

不足する介護人材

地域での育成に期待
明石商業高校に福祉科を

骨髄移植で命を救う

ドナー候補者への支援
１日２万円の休業補償

高齢者・障害者施設

早期の整備促進に
市有地の活用も検討

外国籍の児童生徒へ

日本語習得を支援
放課後教室を開設

市営住宅の入居資格
ライフスタイルの多様化

個々の事情に寄り添う

介
護
保
険

基
金
取
り
崩
し

保
険
料
は
据
え
置
き

安心して暮らせる施設を




